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 民間算数・数学科教育の研究動向

 　   —教育課程における二つの目標—
[民間研究団体・運動誕生の経緯]　わが国で

は、戦前、教科内容は国定であり、教師や学

校が自らそれを検討し編成することは認めら

れず、教師は「何を教えるか」ではなく「い

かに教えるか」に研究を限定されていた。第

２次世界大戦直後、この国家統制は否定、学

習指導要領(以下、指導要領)を「基準」とし、

地域の実情に沿った教育課程を教師自身の手

でつくる民主的な教育が出発した。ところが、

1958（昭和33）年改訂の指導要領は、「公示

」と再び拘束性を強めた。この時期までの1

947（昭和22）年、1951（昭和26）年指導

要領の基本原理であった問題解決学習、生活

単元学習の教科内容の編成原理や学習指導の

形態をめぐり、系統学習か、問題解決学習か

の論争が行われ、1951年、生活単元学習を

批判する数学教育協議会（以下、数教協）が

結成された。同年、日本教職員組合（以下、

日教組）の第一回教育研究集会も開催されて、

終戦直後の民主教育を継承・発展させる民間

教育研究運動が誕生した。

[教師の自主研修と民間教育研究]  58年改訂

の指導要領は、系統学習の立場へ転換したと

いわれたが、戦前からの、学問と教育の分離、

数学的見方考え方の強調など数学（科学）を

教育に押し止めようとする数学教育観（以下、

教育数学）を払拭できず、数学をすべての子

どもたちのものにする内容とはいえなかった。

このような下で、数教協は数学をすべての子

どもにわかりやすく教えることをめざし、文

部省に先んじて、現代数学の成果と方法、子  

　   

どもと人類の認識を教えてくれる発達心理学

と数学史を３本の柱に、数学者と教師がそれ

ぞれの立場から智恵を出し合い、「なぜ」算

数・数学を教えるのか、「何を」・「いかに」

教えたらよいのか、という教科内容の編成原

理や学習指導の形態を明らかにする数学教育

の現代化を提唱した。これは、日教組の自主

編成運動に参集する全国津々浦々の教師たち

の自主編成が独善に陥るのを防ぐことや科学

性を保つことの羅針盤の役割を果たした。

[民間教育研究の算数・数学科研究の概略]　 

指導要領が一貫して教育数学に固執する中、

民間教育運動は、社会の要請と科学の現状を

反映した知識や現代数学の手法を積極的に数

学教育の創造に取り入れ、量を基礎とする数

学的諸概念を再構成した。分析・総合の手法

を駆使した計算指導の体系、方眼・折れ線の

幾何、解析幾何、量の変化と対応という両側

面を明確にした関数指導、多次元量とその法

則をもとにした線型代数、量と対応したわり

算・かけ算の発展として微分・積分を位置づ

ける微積分、偶然事象や集団現象の法則性を

解析する確率統計等々である。

教育課程では、このような知識を習得させ

る（以下、特殊目標）ことに加え、もうひと

つ、ガリレイ（Galilei,G.）をはじめ多くの

人々に驚きと喜びの声をあげさせてきた、数

学の普遍的方法を獲得させる（以下、一般目

標）ことを考慮に入れる必要がある。

　一般目標とは、「次第に抽象的思考の領域

に入り込んでゆく様子はまことに印象的、数

学はその上で、具体的事実の分析という重要

な役割を果たすために地上に戻ってくる。・・

・ここに、具体的なものを攻略するための武

器が極度に抽象的であるという、パラドック

スがある」とホワイトヘッド (Whitehead, N.

A） を讃嘆させた数学の方法や、時としてい

かなる経験的源泉からも遠く離れた数学の大

胆な抽象性が、直接的経験では体験できなか

った科学的諸発見を先取りした数学の偉力な

ど、人々のこころを揺さぶった、驚きや喜び

を学ばせ、追体験させることである。

　 1976（昭和51）年、民間教育研究は、教

育数学が、特殊目標の受験数学的詰め込み教

育に陥っていることを批判し、二つの目標を

視野に入れた実践的な数学教育カリキュラム

を提案した。数学的実践活動を、人間が歴史

的に数学文化を創造してきた系統発生的営み

と、子どもが主体的にその時々の課題に働き

かけ、解決し認識を獲得してゆく個体発生的

営みの二重の意味で捉え、分析した結果、教

育課程とは、四つのカテゴリ（領域）の特殊

目標と、三つのファンクタ（関手F）と呼ば

れる手続き（一般目標）を学ぶこととした。

　　N：数と演算　　       関手F

　　Q：量と関数 　　Q ⇨ N  計量関手

　　P：点と変換　   P ⇨ N  座標化関手

　　S：統計　　　   S ⇨ N  期待値関手

自然や社会における       　    F
問題解決においては、    現実　→　領域N
「量と関数」領域Q        ↓        ↓
や「点と変換」領域　     解決　←　 解

P、「統計」領域Sの　　       F -1
各領域を、「数と演算」領域Nに移し（関手    　 

F）、その領域Nで解を求め、再びもとのQ、P、
S 領域に戻す（逆関手F -1）というのが普遍
的手続きで、これはホワイトヘッドのいう方
法の一部に他ならない。

[今後の教育課程研究]  一般目標を巡るその

後の進展は決して捗々しくなかった。その原

因は、大きな影響力をもつ指導要領が目標に

掲げていなかったことにあるが，1999（平成

11）年の高校指導要領改訂の発表において、

なお見方考え方に拘泥しつつも、小学校から

一貫した目標として、「数学的活動を通して

創造性の基礎を培う」と謳うに至った。

  子ども・地域の実情に沿った教育課程を教

師たちが自の手でつくる柔軟性を教育に求め

る社会の反映である。しかしそこには差別・

選別的歪曲の危険もつねに孕み民間教育研究

の視点は欠かせない。(山岸昭則)
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